
２０２１／０６／２９ （火）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

事故ゼロは、私達の誇りです

安全第一 スピード 車間距離 スマホ見ない 前を見る

ヒヤリ・ハット！
左折して住宅街に入ろうとして･･･

左側から歩道を走ってきた自転車とぶつかりそうになった

《事故を起さない、事故に遭わない》
○ ゆずる・止まる・守る
○ スピードは控えめに
○ ウインカーの徹底
○ 信号厳守
○ 帰宅（帰庫）するまで気をゆるめずに
○ 5月・6月は、バイク・自転車の交通死亡事故が多い

※ 「バック確認OK 」

※ 「交差点確認OK 」

※ 「積み降ろし確認OK 」

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

見直そう 「慣れ」の運転・ 「慣れ」の作業

小型リフトに男性作業員が挟まれる
貨物用の小型リフトの点検作業中

◇作業前は、『事前打ち合わせ』と、周囲の安全確認、『逃げ場』の確保◇
◇事故は、近道作業すると発生する、準備が大切◇
◇「慣れ」の作業に注意、安全確認を徹底しましょう◇

２０２１年６月２１日 １２時２１分
２１日午前１０時４０分ごろ、東京都にあるビルから「エレベーターが落下した」と１１０番通報があった。警察官が

駆けつけたところ、荷物を運ぶための小型リフトを点検作業中だった、４０代の男性作業員が足を挟まれ動けなく
なっていたという。男性は意識があり消防庁による救助活動が行われている。

高所作業車の男性 高圧電線に触れて感電、死亡
高所作業車で伐採作業中

◇高所作業車の「積み降ろし作業時」、周囲の安全と「上方の確認」も忘れずに◇
◇ユニック作業は、電線・電話線、周囲の安全確認◇

２０２１／６／２１（月） １０：４１
２０日午前９時４０分ごろ、栃木県の工場の敷地内で、高所作業車で伐採作業中だった造園業の男性（６８）が高圧

電線に触れて感電する事故がありました。この事故で男性は病院に運ばれましたが、その後死亡しました。

中央線のないカーブ 幼稚園バスと乗用車が衝突
乗用車の女性けが

◇『カーブ』の手前は・・・十分に、「スピード」を落として走行しましょう◇
◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在 はみ出し、正面衝突事故防止◇

２０２１／６／２１（月） １４：２５
２１日午前８時５分ごろ、鹿児島県の市道で、女性会社員（４０）が運転する乗用車と、対向してきた幼稚園の

送迎バスが衝突した。警察によると、女性は病院に搬送され、胸部打撲など約２週間のけが。バスには園児１０
人と７０代の男性運転手、教諭の計１２人が乗っており、病院で診察の結果、いずれもけがはないとみられる。
現場は中央線のないカーブ。

深夜２時 道路の端を歩いていた男性
新聞販売店に出勤途中の軽乗用車にはねられ重体

付近に街灯はなかった
◇『深夜』、歩行者・自転車が、「いるかもしれない」、かもしれない運転で事故防止◇
◇「夜間」・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２１／６／２１（月） １２：１７
２１日午前２時ごろ、福島県の国道で、道路の端を歩いていた男性（７２）が、新聞配達店に出勤中の男性が運

転する軽乗用車にはねられ、意識不明の重体です。現場付近に街灯はないということです。


